
 

 

 

 

 

 

 

 

 

便利な物には危険もある                      中神小学校 六年 小林 遥斗 

現在は、スマートフォンなどの便利な物が増え続けている。そこで、便利な物には、どのような危険があるか。 

そして、ぼくたちは、どのようなことに気をつければよいか考えた。 

今は、ほとんどの大人がスマートフォンを持ち歩いている。また、大人だけではない、小学生や中学生もスマートフ

ォンやタブレット端末を使っている。ぼくは、スマートフォンやタブレット端末を使っていて三つの危険があると考え

た。一つ目は、ぼくが町を歩くと、ほとんどの大人がスマートフォンを見ながら町を歩いている。 

スマートフォンを見ながら町を歩いていると、いつ事故が起きるか分からない。だから、歩く時は、スマートフォン

を見ないで歩く。また、必要な時は、 一度立ち止まってからスマートフォンなどを見る。というような工夫をした方

がよいと思う。 

二つ目は、小学生や中学生がスマートフォンでメールやラインなどを友達同士していると、危険なことがある。それ

は、友達と仲良しではなくなることだ。なぜ、仲良しではなくなるのだろうか。 

ある日、友達にラインで「今日、遊びに来ないか。」と、聞かれた。そして、相手は、「いいよ。」と送った。 

メールやラインでは、『いいよ。』という言葉は、相手にうまく伝わらない可能性がある。『いいよ。』という言葉は、

「遊べるよ。」という意味で言っているのか、又は、「ぼくは、行かなくていいよ。」と言っているのか、意味がはっき

りしない。しかし学校で口で、「いいよ。」と言うと、はっきり意味が伝わる。 

だから、遊ぶ約束は、口で約束した方が、友達と仲良く学校生活ができると思う。 

三つ目は、最近インターネットでの事件にあう小中学生が多いということだ。インターネットで知り合った、顔がわ

からない人と、実際に会ってみたら誘拐された。という事件が多発している。だから、小中学生は、SNS などで、『知ら

ない人と、友達にならない』などのルールを作ってスマートフォンを使った方が安全だと思う。 

このように、便利な物には危険があるため、ルールを守っていきたい。また、小中学生のルールだけではなく、大人

になっても、このルールを忘れずに、便利に安全に使いたいと思う。 

 

 平成 29年度、第 35回子どもの主張意見文コンクールにおいて、地域内、中神小学校 1名・玉川小学校 1名の２作が

入選されました。お祝いの記念として、2 作目の意見文を掲載させて頂きます。  

地域の皆さん、この子供の主張意見文をご覧になって下さい。             （市民会議会員一同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲燃え上がるどんど焼き 

 

 1月8日（月・祝）、宮澤諏訪神社の境内で、消防団の協力のもと、伝統行事の「どんど焼き」が

行なわれました。古くから正月の宮中行事として行なわれてきた「左義長（さぎちょう）」が、民

間に伝わった行事で、「どんど焼き」「塞の神」とも呼ばれています。 

 暮れの煤払いで出た「御札」「護符」「縁起ダルマ」や、お正月の「お飾り」「門松」「書き初め」

などを集めて燃やす正月行事です。 

 この火で、繭玉（まゆだま）や餅を焼いて食べると、病気にかからないとか、書き初めを燃や

すと字が上手になるという言い伝えもあるようです。 

 宮澤諏訪神社の「どんど焼き」は、午前8時に点火。早朝から大勢の人達が集まり、火に当たり

ながら熱い大根汁や、あぶった繭玉で、今年の無病息災を祈願していました。 

                              （取材 / 広報部会） 

 

 

 


